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注意事項 

1 監督員の指示があるまで、問題用紙を開いてはいけません。  

2 解答は、指定された解答用紙に記入すること。  

3 すべての解答用紙の所定の場所に受験番号を記入すること。  

4 問題用紙は、6頁まであります。 
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第1問 次の文章を読んで後の問いに答えなさい。 

日本において、何らかの生成 AI サービスを「使っている（過去使ったことが

ある）」と回答した割合は、2024年度調査では26.7%であった。2023年度に実施

した調査（以下「2023年度調査」という。）において、「生成 AI を使っている

（過去使ったことがある）」と回答した割合は9.1%であったことを踏まえると、

利用経験は拡大してきている。また、年代別でみると、20代において、2024年

度調査では44.7%が利用したことがあると回答した。なお、米国、ドイツ、中国

でも調査を実施したところ、これら3か国でもそれぞれ利用は拡大している（生

成 AI 利用経験がある割合（全体）は、米国が2023年度調査の46.3%から2024年

度調査の68.8%に、ドイツが34.6%から59.2%に、中国が56.3%から81.2%に上

昇）。  

日本において、テキスト生成 AI サービスを「使っていない（過去使ったこと

がない）」と回答した人を対象に、利用しない理由について質問したところ、「自

分の生活や業務に必要ない」との回答に次いで「使い方がわからない」が高い

回答率であり、まだ利用のハードルが高いことがうかがわれる。また、「魅力的

なサービスがない」と回答した者も多い。また、AI（生成 AI を含む。）の利用

意向について尋ねたところ、調べものやコンテンツの要約・翻訳における利用

意向が相対的に高く、2023年度調査と同様の傾向が見られた。 

AI 利用リスクに対する意識を調査したところ、「非常にリスクだと感じる」

との回答が相対的に多かったのは、悪意のある者による犯罪利用、精巧なフェ

イクにだまされること、質問に対する AI の回答が事実でない可能性があるこ

とであった。 

日本、米国、ドイツ、中国の4か国を対象に実施したアンケート調査をもとに、

企業における AI 利活用の現状について整理した。 

（この部分は、著作権の都合上、公開できません。）  
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自分が所属する企業における生成 AI の活用方針について尋ねたところ、日

本では、「積極的に活用する方針」「活用する領域を限定して利用する方針」を

定めている企業の比率は、2024年度調査では49.7%となり、2023年度調査

（42.7%）と比較して増加していた。一方、今回調査した他の国と比較すると、

引き続き日本は他の国より低い傾向にある。また、日本国内の状況について企

業規模別にみると、中小企業では特に「方針を明確に定めていない」との回答

が多く、約半数を占める。日本の中小企業では大企業と比較して生成 AI の活用

方針の決定が立ち遅れている状況が見て取れる。 

さらに、生成 AI の活用が想定される業務に関して活用状況を尋ねたところ、

何らかの業務で生成 AI を利用していると回答した割合は、日本で55.2％（「業

務で使用中」と回答した割合）であった。個別業務に関しては、例えば、「メー

ルや議事録、資料作成等の補助」に生成 AI を使用していると回答した割合は、

日本で47.3％（「業務で使用中」と回答した割合）であった。いずれも、他国と

比較すると低い割合にとどまっている。 

生成 AI 導入に際しての懸念事項について尋ねたところ、日本では、「効果的

な活用方法がわからない」が最も多く、次いで、「社内情報の漏えい等のセキュ

リティリスク」「ランニングコストがかかる」「初期コストがかかる」ことが挙

げられている。生成 AI の活用推進による自社への影響に対する考え方につい

て、日本では、「業務効率化や人員不足の解消につながる」が最も多く挙げられ

ている。他の3か国においてはビジネスの拡大や新たな顧客獲得、新たなイノベ

ーションを多く挙げる傾向にある。総じて、4か国いずれも、業務効率化やビジ

ネス拡大等のポジティブな面を、セキュリティリスク拡大などネガティブな面

よりも注目しているといえる。 

（令和7年版情報通信白書、第1章第2節より抜粋、一部改変） 

 

（この部分は、著作権の都合上、公開できません）  
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問1 生成 AI を使っていない人の主な理由は何か。文章の内容に基づいて、代

表的な理由を一つ挙げ、３０字以内で説明しなさい。 

 

問2 「生成 AI を活用すれば業務効率化できる」という主張において、「生成 AI

の活用」は業務効率化の必要条件か、十分条件かを判断し、その理由を200字以

内で説明しなさい。 

 

問 3 文章では、日本は他国と比べて生成 AI の導入がやや遅れているとされて

いる。なぜ日本企業の生成 AI 導入率が他国より低い傾向にあるか、文章の内容

を参考にしながら、あなたの意見を加えて200字以内で述べなさい。 
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第2問 次の文章を読んで後の問いに答えなさい。 

国立民族学博物館に着任した2001年以降、僕は「ユニバーサル・ミュージア

ム」（誰もが楽しめる博物館）の実践的研究に取り組んでいる。近年では、博物

館で蓄積してきた実践事例を観光・まちづくりなどの他分野に応用することに

も意識を向けるようになった。世間一般では、「障害者・高齢者・外国人など、

社会的弱者への配慮・支援を充実させることがユニバーサルである」と考える

人が多い。これに対し、マイノリティへの個別対応を積み上げるだけではユニ

バーサルにならないというのが僕の意見である。  

たしかに、各地の博物館を訪ねた際、点字パンフレットや音声ガイドがあれ

ば、僕たち視覚障害者は嬉しい。だが、バリアフリー的な障害者サービスとユ

ニバーサルは異なる。社会の多数派である健常者と博物館の関係をどうやって、

どこまで変えていけるのか。視覚障害者対応を起点として、視覚優位・視覚偏

重の博物館のあり方、従来の展示方法や教育プログラムの内容に改変を迫る。

これがユニバーサル・ミュージアムの要諦である。  

2021年3月、観光庁が主催する「ユニバーサルツーリズム」のシンポジウム

に参加した。ここでも車いす使用者・視覚障害者・聴覚障害者、あるいは高齢

者に配慮した「人に優しい観光ツアー」の事例が数多く取り上げられていた。

障害者対応に関心を持つ旅行社が増えるのはありがたいが、それだけでユニバ

ーサルツーリズムを推進することができるのだろうか。ユニバーサルと同じよ

うなニュアンスで用いられる言葉に「インクルーシブ」「アクセシブル」がある。

たとえば既存の観光ツアーのメニューがあり、そこにどうやって、どこまで障

害者が入っていけるのかを検討する。これはインクルーシブであり、アクセシ

ブルだといえよう。 

一方、既存の枠組みそのものを変えるのがユニバーサルである。視覚障害者

対応の一環で、さわる鑑賞を取り入れるという発想ではなく、普段は視覚に頼

（この部分は、著作権の都合上、公開できません。）  
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って暮らしている健常者の鑑賞を「見る」から「さわる」へ変化させる。こん

な狙いの下、僕は「無視覚流鑑賞」の展示、ワークショップを行なってきた。

マイノリティの「生き方＝行き方」を導入することで、新たな「ユニバーサル

＝普遍的」博物館、ツーリズムを構築できると、僕は確信している。（略）  

ユニバーサルの真意を子どもたちにわかりやすく伝える手段として、点字は

きわめて有効である。（略）しかし、小学校教育の現場では「点字＝失明の苦難

を克服する希望の光、バリアフリー社会の象徴」という理解でとどまっている

のが実情である。（略）僕は、点字とは「触文化への気づき、触文化からの築き

を促すユニバーサルなツール」だと考える。この持論を実証するために、小学

校での「点字」学習の新展開に向けて、以下の二つを提言したい。  

①点字は日本語を書き表す「別の方法」であることを宣揚する…点字は福祉

的な位置付けではなく、ローマ字と同じように、文字、日本語表記法の一つと

して習得すべきだろう。点字は表音文字で、発音どおりに書くという合理性を

有している。漢字仮名交じり文のみが日本語の表記法ではないことを具体例に

即して示し、多様な文字文化、それらを用いる多様な人々の存在を伝える。  

②実際に点字にさわって、触覚文字の特徴を指先で確かめる…視覚を使わず

に、凸点の数や配置を探るゲームのような感覚で、気楽に点字に触れてもらい

たい。視覚依存型の生活の中で、子どもたちが他の感覚の潜在力を発見するき

っかけを与えるのが点字である。自己の内部に眠る「感覚の多様性」への目覚

めは、全身の触角(注1)を鍛える第一歩にもなるだろう。 

インクルーシブ、アクセシブルの発想では、失明の克服はできても、得暗(と

くあん)（注2）の復権は難しい。近い将来、「失明得暗」という四字熟語が小学

校の国語教科書に掲載されることを夢想しつつ、僕はユニバーサル社会の実現

に向けて、各方面で“点字力”を巻き起こす活動に邁進（まいしん）しよう。 

（この部分は、著作権の都合上、公開できません。）  
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（広瀬浩二郎『世界はさわらないとわからない  「ユニバーサル・ミュージ

アム」とは何か』、平凡社、２０２２年より抜粋、一部改変）  

 

(注1)筆者の考えに基づく記載。 

（注2）得暗(とくあん)：筆者の造語。失明とは、明を失うと同時に暗を得る効

能を人間にもたらす、という考え。 

 

問1 筆者は「インクルーシブ」「アクセシブル」「ユニバーサル」という三つの

言葉を紹介している。その中で、「ユニバーサル」が他の二つと異なる点は何か。

本文に基づいて５０字以内で答えなさい。 

 

問2 筆者は「触覚的な学び」を通して子どもたちが「感覚の多様性」に気づく

ことが重要だと述べている。そうした気づきが、どのように「誰もが参加しや

すい社会＝ユニバーサルな社会」の実現につながるか。筆者の主張をふまえ、

あなたの考えを３00字以内で述べなさい。 

 


